
３Ｍ™ ベアーハガー™ ブランケット 使用のポイント

マルチポジションアッパー用 Model 622 上半身を加温する患者にかけるタイプ
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上半身を加温するアッパータイプ

【シーン：準備】

ウォーミングブランケットの手術台へのセッティング
表裏・中心位置の確認Point 1 固定テープの使用Point 2 タイストリップによる固定Point 3

ライナー紙のある面(孔がある面)を患者に向け、
広げる。

腹臥位

ウォーミングブランケットと患者の間に温風
の対流が生まれるように、タイストリップは
ふんわり結ぶ。

ワンポイント！

ズレ防止のため、固定用テープを使用する。固定
用テープ側を術野に向けライナー紙をはがし、清
潔野にかからないように固定する。

4箇所あるミシン目に沿ってタイストリップを切
り離し、手台の下で結んで固定する。

固定用テープ

センターマークが体の中心にくるようにセットす
る。

センターマーク

ライナー紙

ライナー紙を患者側に タイストリップ

○ ×体の中心
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【シーン：準備】

ウォーミングブランケットのセッティング

ウォーミングブランケットは、患者体表面に直接触れるように使用する。
ウォーミングブランケットと患者体表面の間にタオルケット等を敷くと、温風の対流が妨げられるため加温効果が低下する。

ワンポイント！
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他の医療機器等を考慮して、温風式加温装置の位
置を決める。ウォーミングブランケットには挿入
口が2箇所あり、それぞれの挿入口側もしくは反
対側に装置をセットすることが可能。

設置した装置に近い方の挿入口のホースカードを
外し、フィルムを指で破る。挿入口を変更したい
場合は、外したホースカードで再度塞ぐ。

高温になったエアーホースが患者体表面に近づき
すぎないよう、必要に応じて固定具を活用する。

ホース
挿入口

装置 装置

Model 775
Model 750 Model 675

患者体表面にエアー
ホース先端部が接触
しないように、ホー
スを差し込み過ぎな
いよう注意する。

ワンポイント！

ホースクリップ

シートクリップ

ワンポイント！

【シーン：準備】

温風式加温装置のセッティング

患者体表面にエアーホースが接触すると熱傷
のおそれがあるので注意する。
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位置決めPoint 1 エアーホースの接続Point 2 固定具を活用した
エアーホースの固定Point 3

矢印部分まで差し込む

マルチポジションアッパー用Model 622

上半身を加温するアッパータイプ
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頭部からの放熱を防ぐPoint 1
ブランケットと一体になっている透明ヘッドドレープは、保温カバー
として頭部を覆うと、頭部からの放熱を防ぐ効果がある。
ただし、気管内挿管による人工呼吸器の使用時にのみ使用する。

※気管内挿管による人工呼吸器の使用時以外に透明ヘッドドレープを使用しな
いこと。

【シーン：体位固定】

透明ヘッドドレープの使用
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